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なっちゃんは、おくののし
ょうがくせい。
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あるひのこと。おかあさん
と大和田をさんぽしていると

お お わ だ

おはかのいりぐちに祠が２つ
ほこら

あった。
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そこに こんなかんばんがあ
った。

なんのかんばんなの？
ここに札所が、２つあった

ふ だ し よ

らしいんだ。

※ かんばんのみぎがわに「第 2 番」とかてあるが、
だい ばん

どういういみなのかな？
※ もういちまいのかんばんには、「第５番」とかいて

だい ばん

あるが、どうしてかな？
※ 「極楽寺」とかいてあるが、ここにおてらがあった

ごくらく じ

のかな？
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「札所って、なーに？」
ふ だ し よ

「ん～。わからないわ・・・。
おじいちゃんに きいてみれば
・・・。
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なっちゃん、おじいち
ゃんに きいてみること
にした。ものをよーくし
っている おじいちゃん
が、だーいすき。
あれあれ、これはおもしろそうと、な

ぜなぜくんが、もりからあそびにきたよ。
どこかな？

わたしは、なぜなぜでーす。
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「札所ってね。巡礼者（聖地や霊場、寺院
ふ だ し よ じゆん れ い し や

せい ち れいじよう じ いん

をおがんで、まわるというひと）が、そのじ
いんをさんぱいしたしるしに、
ねがいごとやじゅうしょ、せ
いめい、生年月日をしるした

せ い ね ん が つ ぴ

「札」をおさめたところなん
ふ だ

だそうだ。
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そうだね。

くわしいことは、あきおさ
んにきいてみよう。いっしょ
にいってあげるよ。

わくわくドキドキ
やくそくのひ、あきおさん

のいえにいった。さっそく、
なっちゃんがきいてみた。
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大和田に札所がある
お お わ だ ふ だ し よ

ってどういうこと？

「わたしも わから
なかったんだ。そこで
いろいろしらべてみ
たんだ。でも、わからなかっ
た」
そこで、くちょうさんにきい
てみたら むかしのこ
とをよーくしってい
るおじいちゃんにき
いてくれたんだよ。
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それによると
むかしむかし。大師まいり（３

た い し

がつから４がつはじめの１０日間、うしくな
か かん

いがいの弘法大師の札所めぐりをした）が、こうぼうたい し ふだしよ

あったんだ。
なんでも、まいにちではな

いが、雲国寺や観音寺のそう
う ん こ く じ か ん の ん じ

もいっしょにあるいたんだ。

（観音寺）
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明治時代には、 １にち３・
め い じ じ だ い

４かしょ、１０日間まいにち
か か ん

あるいてまわったんだ。
とまるところは、みんか。

むらのだいひょうのいえや
井ノ岡地区（いのおかちく）が、とめるち
くになったこともあった。
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１０にんくらいのひとが、
いっしょにまわった。そのな
かのひとりは、せなかに弘法

こ う ぼ う

大師のぞうをかついでまわっ
た い し

たんだ。
せんとうのひとが、ほらが

いをふき、あとのひとは、そ
れについてあるいたんだよ。

かくちくをまわるとちくの
ひとが、おにぎりやちゃがし
をだしてくれた。１０日目さ

か め

いごにまわるところは結願と
け ち が ん

いって、はなびをあげたり、
おみせがでたりした。
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いのおかの浄妙寺が、結願
じよう みよう じ け ち が ん

になったこともあった。なお、
浄妙寺には、１９１５ねんの
じよう みよう じ

さんかした寺と僧をかいた結願
て ら そ う け ち が ん

きねんのがくが、あるんだよ。
これだ！

なんてかいてあるの？

こんなことが、かい
てあるんだよ。
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そうのなまえ

札所は、あみとかふくだま
でと ひろいはんいにあったん
だ。

雲国寺と浄妙寺の
う ん こ く じ じよう みよう じ

あいだの札所がおお
ふ だ し よ

わだにあったのか
も？
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この大師まいりは、60 ねん
だ い し

まえごろ（昭和のはじめごろ？）までおしよう わ

こなわれていたんだよ。
なっちゃん



- 16 -

あきおさんは、つづけて、
はなしてくれた。
さらに図書館で

と し よ か ん

しらべてみて
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四国の霊場め
し こ く れ い じよう

ぐりと おなじ
ことをこのちい
きでおこなって
いたんだよ。

また
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なんでも 浄妙寺のけいだ
じよう みよう じ

いに大師像が、４たいまつら
た い し ぞ う

れて、霞ヶ浦南部新四国８８
かすみ が う ら な ん ぶ し ん し こ く

かしょの大師霊場のひとつに
た い し れ い じよう

なっているとか・・・。
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この大師めぐりのなかに浄
だ い し じよう

妙寺（いのおか）や雲国寺（かつら）・観音
みよう じ う ん こ く じ か ん の ん

寺（くの）・延命寺（くの）などがはい
じ え ん め い じ

っていることから そのなかの
一つが、大和田の札所ではな
ひ と お お わ だ ふ だ し よ

いか・・・。
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ということは大和田の札所
お お わ だ ふ だ し よ

は、大和田のひとだけでなく、
お お わ だ

おくののひとたち、いや、ほ
かのちいきのひとたちが、し
あわせをねがって、あるいた
ところだったんだ。
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この札所にそんなれき
ふ だ し よ

しがあったんだ・・・。
なっちゃんのめになみ

だが・・・。

そして、あきおさんに
おれいをいって かえっ
ていった。
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こうして、なっちゃん
は、大和田の札所が、お

お お わ だ ふ だ し よ

くののたからものの一つ
だということが、よーく
わかった。
こんどは、なにを
しらべようかな？

あれあれ？「すごーくたのしかった」と なぜなぜ
くん。つぎのひみつをもとめてスキップしながら か
えっていった。

参考文献 小坂・井ノ岡の民俗
大和田地区長老の話


